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本市では，上下水道サービスの向上や経営の効率化を図るため，平成１６年４月に，

水道事業，下水道事業の一元化を実施しました。 

さらに，平成１９年度に策定された上位計画である「第５次宇都宮市総合計画」と

の整合を図りながら，本市上下水道局の経営理念のもと，中長期的な上下水道事業の

方向性を示し，事業を計画的に推進するため，平成２１年３月に「宇都宮市上下水道

基本計画」（以下，「基本計画」という。）を，平成２５年３月に「宇都宮市上下水道基

本計画改定計画」を策定しました。この基本計画のもと，「水道水の安心給水の推進」

や「下水の適正処理の推進」，「お客様サービスの充実」など上下水道サービスの質を

高める様々な取組を進めてきました。 

しかしながら，平成２３年３月の東日本大震災の発生など自然災害への対策の強化

が求められるなど，上下水道事業を取り巻く環境は大きく変化しています。このよう

な中，国において，平成２５年に「新水道ビジョン」が，平成２６年には「新下水道

ビジョン」が策定され，老朽施設の更新や耐震化，アセットマネジメント※1 による効

率的な事業運営など，将来を展望した，上下水道事業の方向性が示されました。 

本市上下水道事業においても，効果的かつ効率的な施設の維持管理や災害に強い 

強靭な上下水道の確立に取り組むとともに，多様化するお客様ニーズに的確に対応し， 

ＩＳＯ９００１※69の顧客重視・継続的改善の考え方やアセットマネジメントの視点を 

踏まえながら，健全な経営を確保していく必要があります。 

これらの背景を踏まえ，平成２９年度をもって「宇都宮市上下水道基本計画改定計

画」の計画期間が終了することから，次の５０年・１００年先を見据え，持続可能な

事業運営を推進するため，「第２次宇都宮市上下水道基本計画」を策定するものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇都宮市中心市街地全景 

１ 計画の策定趣旨 

じん 

第１章 基本計画の概要              
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宇都宮市上下水道局の経営理念 

◆ 使命（ミッション） 

 

 

 

◆ 将来像（ビジョン） 

第２次宇都宮市上下水道基本計画 

◇将来像(ビジョン)の見直し 

・顧客重視 顧客満足度の高いサービスを提供しています。 

・安心給水 水源を守り，安全安心な水を安定供給しています。 

・適正処理 下水を適切に処理し，良好な水環境を創造しています。 

・安全確保 災害や事故に強く，安全なライフラインを確保しています。

・環境保全  持続可能な循環型社会の構築に貢献しています。 

・信頼経営  財政基盤の強化，人材の育成により，経営基盤を強化し， 

         公営企業としてお客様に信頼される経営を行っています。 

◇１０年後の目指すべき姿と 

取り組むべき優先課題 

・水道水の安心給水 

・下水の適正処理 

・施設管理 

・危機管理 

・お客様サービス 

・環境負荷の低減 

・信頼のある経営 

顧客重視  安心給水  適正処理  環境保全  信頼経営 

地球の限られた資源である「水」を守り，「水」にこだわり，「水」を通じて， 

お客様に最良のサービスを提供し，快適な生活環境を確保するとともに，未来 

に向かって地球環境の保全に貢献します。 

現計画の取組評価 内部・外部環境の変化 

国の指針（新水道ビジョン・新下水道ビジョン）
 

『安全』 『強靭
じん

』 『持続』 など 

お客様ニーズ 

（市民意識調査結果など） 

 

 

 

 【参考】「第２次宇都宮市上下水道基本計画」策定の流れ 

要 

因 

品質マネジメント（ISO9001※69） 

顧客重視・継続的改善 

アセットマネジメント※1 

リスク管理・資産管理 

５０年・１００年先を見据え 

１０年後の目指すべき姿と 

取り組むべき優先課題を整理 

優先課題に取り組むため計画を策定 

新たに「安全確保」を追加

※ 上記５つの将来像（ビジョン）は，「宇都宮市上下水道基本計画改定計画」時のもの 
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（１）計画の位置付け 

本計画は，上下水道局の経営理念のもと，「第６次宇都宮市総合計画」の分野別計

画として，かつ，国の「新水道ビジョン」や「新下水道ビジョン」に示されている施

策などの視点を踏まえた地域ビジョンとして，今後の本市上下水道の進むべき方向を

見据え，事業を計画的かつ効果的に推進するために定めるものであり，事業の根幹に

位置する計画とします。 
 

【計画の位置づけ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【国の新水道ビジョン・新下水道ビジョンの指針】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）計画期間 

本計画の計画期間は，上位計画である「第６次宇都宮市総合計画」との整合を図り，

２０１８（平成３０）年度から２０２７（平成３９）年度までの１０年間（前期５年・

後期５年）とします。また，計画前期の最終年度である２０２２（平成３４）年度に

計画の中間見直しを実施します。 

２ 計画の基本的事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 ６ 次 宇 都 宮 市 総 合 計 画  

（2018（平成 30）年度～2027（平成 39）年度）  

第２次宇都宮市上下水道基本計画 

（2018（平成 30）年度～2027（平成 39）年度）  

【本市の関連計画等】 
 

○ネットワーク型コンパクト

シティ形成ビジョン 

○生活排水処理基本計画など
連携 

施策などの 

視点を反映 

＜国＞ 

新水道ビジョン 

新下水道ビジョン 

【分野別計画】 

【個別計画】 
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盤 

      ・ 水質保全，施設の管理運営，リスク対策 

     ・ 基幹施設の耐震化など危機管理体制の確立 

     ・ ニーズにあった効果的な情報提供 

・ アセットマネジメント※1による効果的・効率的な事業運営 

・ 豪雨対策や基幹施設の耐震化などの災害対策 

     ・ 資源・エネルギー活用による循環型システムへの転換 

・ 下水道の「見える化」を意識した情報提供 

     ・ アセットマネジメントによる効果的・効率的な事業運営 

安 全 

強 靭 

持 続 

持 続 

進 化 

〈
水 

道
〉

〈
下
水
道
〉

※ 「基本計画の推進体制」につい

ては，第５章にて掲載 

じん 
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（３）計画フレーム 

  ア 水道 

水道事業経営の計画フレームとして，計画期間の最終年度（２０２７年度）の給水

人口※12を次のとおり掲げ，事業運営を行います。人口減少に伴い，給水人口も減少が 

予測されます。 

 

 

  イ 下水道 

下水道事業経営の計画フレームとして，計画期間の最終年度（２０２７年度）の

水洗化人口※34を次のとおり掲げ，事業運営を行います。引き続き，下水道の接続促

進を図っていきます。 

 

 

 

（４）計画の構成 

本計画は，「基本計画」及び「実施計画」で構成します。なお，本書では「基本計

画」を掲載し，「実施計画」については，計画期間を３年として別途，毎年度見直し

を行います。また，基本計画における「各施策指標」の目標年次については，計画前

期の最終年度である２０２２（平成３４）年度とします。 

【計画の構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）計画の進行管理 

本計画は，社会経済状況の変化等を踏まえ，必要に応じて見直しを行うこととしま

す。また，実施計画は，事業の進捗状況や経営状況などを考慮しながら，毎年度見直

しを行います。 

（2017 年度末）       （2027 年度末） 

◆ 給水人口    ５１０千人          ５０８千人  

（2017 年度末）           （2027 年度末） 

◆ 水洗化人口  ４３１千人          ４６２千人 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※ 毎年度の実施計画の策定など，「基本計画の推進体制」については，第５章にて掲載 

第２次宇都宮市上下水道基本計画

基本計画 
計画期間 １０年 （2018 年度～2027 年度） 

前期 ５年 
（2018 年度～2022 年度） 

後期 ５年 
（2023 年度～2027 年度） 

３年 
実施計画 

目標年次 

３年 
３年 

毎年度見直し 
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1912（大正元）年 10 月に国

から水道敷設が認められ，浄水場

や配水場，水道管の工事を開始

し，1916（大正 5）年 3 月に給

水を開始しました。 

 1945（昭和 20）年 7 月宇都

宮空襲の影響により，当時の宇都

宮市庁舎や創設当初の水道庁舎は

焼失するなど，大きな被害を受け

ました。 

うつのみやの水道・下水道の歴史 

創設当初の宇都宮市水道部庁舎 

2004（平成 16）年 10 月に

本町にあった旧庁舎（1959 年９

月竣工）から，現在の河原町の庁

舎に移転しました。 

 現在の庁舎にて，水道の通水開

始から 100 年，下水道の処理開

始から 50 年を迎えることになり

ました。 

現在の宇都宮市上下水道局庁舎 
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